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村 の わ だ い
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風間浦村農業委員会委員の紹介

令和５年７月２０日付けで７名の新農業委員が冨岡村長より辞令を受け、農業委員

に任命されました。

同日、風間浦村農業委員会組織会が開催され、農業委員会長には木下重利氏、会長職

務代理には浜辺孝夫氏が選出されました。

また、各委員の担当地区も決定いたしましたのでご紹介いたします。

なお、農業委員の任期は令和５年７月２０日から令和８年７月１９日までの３年間

となります。

新しいALT（外国語指導助手）の先生をご紹介します

名 前：エリザベス・ブルーナー・マリア

出 身 地：アメリカ合衆国 カリフォルニア州

生 年 月 日：１９９９年６月２７日（２４歳）

趣 味：歌、読書、絵を描くこと

好きな食べ物：チキンカツ

嫌いな食べ物：トマト

ひ と こ と：青森に来るのは初めてで、ここに来るこ

とが出来てとても興奮しています。風間

浦を見て、日本で色々な体験ができるこ

とを楽しみにしています。

役 職 氏 名 担当地区

会 長 木 下 重 利 蛇 浦

会長職務代理 浜 辺 孝 夫 桑 畑

委 員 菊 池 冨士子 蛇 浦

委 員 澤 井 まち子 下風呂

委 員 杉 山 國 雄 易国間

委 員 高 橋 宗 隆 易国間

委 員 山 本 巖 蛇 浦
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風間浦村交通安全母の会 交通安全啓発マスコット配布を実施しました！

７月２０日（木）、風間浦村交通安全母の会では、作成したマ

スコット他を大間警察署協力のもと、国道２７９号を通行する

ドライバーの方へ交通安全の声掛けとともに配布しました。

風間浦村 交通死亡事故ゼロの日継続９年達成

令和５年７月２５日をもって、村内における交通死亡事故ゼロの

日継続９年を達成いたしました。その功績が讃えられ８月８日

（火）、県庁にて小谷副知事より表彰を受けました。

記念撮影をする

小谷副知事(右)と冨岡村長(左)

第７６回市町村対抗青森県民体育大会

第７６回市町村対抗青森県民体育大会が７月２２日（土）〜７月２３日（日）と７月２９日（土）〜７

月３０日（日）に３年ぶりに上北地域で開催されました。

当村からは、町村の部男子陸上競技と女子バレーボール競技に出場しました。

７月２２日、六ヶ所村で行われた陸上競技では、風間浦消防分署の早坂侑真選手が走幅跳に出場し、

５ｍ７７㎝という記録で惜しくも第４位となりました。また、風間浦中学校教員の中村純樹選手は砲丸

投げ（６.０㎏）に出場し、１０ｍ９２㎝という記録で第１位となりました。

７月２９日、女子バレーボールは三沢高等学校で行われました。初戦は階上町との対戦でしたが、一

歩及ばず初戦敗退という結果となりました。

来年度は、今年度よりも上位の成績を目指して頑張りますのでご声援の程よろしくお願い致します。

ドライバーの方へ声掛けしながらマスコットを配布
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∼役場庁舎・消防庁舎建設に向けて∼

役場庁舎・消防庁舎建設に関す

る住民説明会を開催しました

新
た
に
建
設
す
る
役
場
庁
舎
と
消
防
庁

舎
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
︑
８
月
３
日

か
ら
８
日
に
村
内
各
地
区
で
開
催
し
ま
し

た
︒今

年
３
月
に
終
え
た
基
本
設
計
を
踏
ま

え
︑
庁
舎
等
の
配
置
計
画
︑
各
庁
舎
の
平

面
図
︑
概
算
事
業
費
︑
財
源
内
訳
︑
建
設

に
関
す
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︑
及
び

今
後
10
年
間
の
村
の
財
政
運
営
計
画
を
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

参
加
さ
れ
た
村
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な

意
見
や
質
問
等
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

問

建
設
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
︒
計
画

地
が
一
断
面
で
の
計
画
で
あ
れ
ば
︑
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
野
球
場
に
建
て
た
ら
い

い
の
で
は
な
い
か
︒

答

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
用
す
る
場

合
は
︑
起
債
目
的
が
変
わ
る
た
め
︑
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
た
め
に
借
り

入
れ
し
た
起
債
残
高
を
全
額
一
括
返
済
す

る
必
要
が
あ
る
︒
ま
た
︑
建
設
場
所
に
つ

い
て
は
︑
各
団
体
の
代
表
者
で
組
織
す
る

検
討
委
員
会
に
諮
問
し
︑
古
野
地
区
高
台

を
選
定
い
た
だ
い
た
︒
そ
の
後
の
具
体
的

な
場
所
は
庁
内
で
協
議
・
選
定
し
︑
令
和

４
年
３
月
に
開
催
し
た
住
民
説
明
会
で
説

明
し
︑
議
会
の
特
別
委
員
会
で
も
意
見
集

約
し
て
い
た
だ
い
て
決
定
し
た
場
所
な
の

で
︑
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
踏
ま
え
て
変
更

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
︒

問

計
画
し
て
い
る
建
設
用
地
に
村
長
の

土
地
が
あ
る
が
︑
倫
理
的
に
問
題
が
あ
る

と
思
う
︒

答

村
長
の
土
地
は
全
体
の
約
十
％
で
あ

り
︑
寄
附
は
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
た

め
で
き
な
い
︒
全
体
事
業
費
を
抑
え
る
た

め
︑
用
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
︒

問

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
多
い
と
思
う
︒
非

常
時
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
野
球
場
を
使
用
す

れ
ば
︑
役
場
近
辺
に
多
く
の
駐
車
場
は
必

要
な
い
と
思
う
︒

答

冬
場
の
駐
車
場
確
保
︑
現
在
︑
野
球

場
の
駐
車
場
は
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
た
め
そ
の
解
消
︑
有
事
の
際
の
一
時
避

難
場
所
に
活
用
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
︒

問

周
辺
民
家
へ
の
防
風
対
策
に
つ
い

て
︒

答

お
盆
明
け
に
近
隣
住
民
を
対
象
に
し

た
説
明
会
を
開
催
予
定
で
あ
り
︑
意
見
等

を
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
︒

意

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
置
や
ス

ポ
ー
ツ
公
園
と
の
連
携
︑
ま
た
︑
桜
の
植

樹
な
ど
環
境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
︒

問

近
隣
民
家
の
裏
に
道
路
を
計
画
し
て

い
る
が
一
般
車
両
も
通
行
す
る
の
か
︒

答

現
段
階
で
は
緊
急
車
両
の
み
の
通
行

を
考
え
て
い
る
︒

問

冬
期
間
の
道
路
対
策
に
つ
い
て
︒

答

国
道
か
ら
の
村
道
は
冬
期
間
︑
圧
雪
︑

ア
イ
ス
バ
ー
ン
現
象
が
発
生
︑
車
の
交
通

量
も
増
え
る
の
で
︑
様
々
な
工
法
が
あ
る

な
か
で
︑
工
事
費
や
維
持
管
理
費
等
含
め

て
検
討
し
て
い
る
︒

問

鉄
骨
造
を
選
択
し
た
理
由
に
つ
い

て
︒

答

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
︑
木
造
︑
鉄

骨
造
で
建
設
し
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
費
を
比
較
検
討
し
て
︑
一
番
安
価
な
鉄

骨
造
を
選
択
し
た
︒

問

防
災
拠
点
と
し
て
の
整
備
で
︑
非
常

用
電
源
は
確
保
し
て
い
る
か
︒

答

役
場
庁
舎
︑
消
防
庁
舎
と
も
に
整
備

予
定
で
あ
る
︒

問

出
生
か
ら
死
亡
届
ま
で
１
ヶ
所
で
手

続
き
を
済
ま
せ
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
︒

答

現
在
は
役
場
本
庁
舎
と
げ
ん
き
か
ん

で
手
続
き
を
要
す
る
た
め
に
村
民
に
不
便

を
か
け
て
い
る
︒
新
庁
舎
に
お
い
て
は
手

続
を
要
す
る
課
を
１
階
に
集
約
し
︑
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
済
む
よ
う
に
計
画
し
て
い

る
︒

意

現
在
の
村
民
生
活
課
が
新
庁
舎
へ
移

動
さ
れ
た
あ
と
も
︑
医
療
︑
福
祉
︑
介
護

を
し
っ
か
り
連
携
と
れ
る
よ
う
に
絆
を
深

め
て
ほ
し
い
︒

問

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
建
設
業
者
が
ど
こ

ま
で
対
応
す
る
か
︒

答

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
︒

問

事
業
費
が
増
え
る
可
能
性
は
︒

答

基
本
的
に
は
基
本
設
計
の
金
額
を
最
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大
値
と
し
て
考
え
て
い
る
が
︑
予
想
以
上

の
人
件
費
及
び
資
材
・
燃
料
費
等
の
高
騰

が
あ
っ
た
場
合
は
増
加
す
る
可
能
性
も
あ

る
︒

問

基
本
構
想
時
点
か
ら
の
事
業
費
増
大

に
つ
い
て
︒

答

基
本
構
想
で
は
建
設
工
事
費
を
説
明

し
て
お
り
︑
建
設
工
事
費
だ
け
み
る
と
二

十
％
程
度
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
︒
人
件

費
や
資
材
の
高
騰
な
ど
あ
る
程
度
想
定
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

意

身
の
丈
に
合
っ
た
も
の
に
し
て
欲
し

い
︒
今
後
の
財
政
運
営
を
し
っ
か
り
と
す

る
よ
う
に
︒

問

地
方
債
元
利
償
還
金
の
七
割
が
交
付

税
措
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
︑
地
方
債

十
八
億
円
の
う
ち
︑
償
還
に
必
要
な
一
般

財
源
は
い
く
ら
か
︒
財
政
運
営
計
画
に

入
っ
て
い
る
か
︒

答

十
八
億
円
の
七
割
が
補
填
さ
れ
る
の

で
実
質
的
な
一
般
財
源
は
五
億
四
千
万
円

で
あ
る
︒
地
方
債
の
償
還
額
は
財
政
運
営

計
画
の
公
債
費
の
欄
に
︑
交
付
税
は
地
方

交
付
税
の
欄
に
入
っ
て
い
る
︒

問

一
般
住
民
に
税
金
が
上
が
る
な
ど
の

負
担
は
な
い
か
︒

答

村
税
が
上
が
る
こ
と
は
無
い
︒

問

高
台
へ
移
転
す
る
こ
と
で
不
便
に
な

る
住
民
対
応
は
︒

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト

の
変
更
や
︑
役
場
が
小
型
車
両
で
住
民
対

新庁舎に対する意見や問い合わせはいつでも受け付けておりますので、庁舎建設担当までお寄せください。

【お問合せ先】

風間浦村 総務課（庁舎建設担当） ☎０１７５−３５−２１１１

応
す
る
な
ど
︑
対
策
を
検
討
し
て
お
り
︑

新
庁
舎
開
庁
ま
で
に
は
示
し
た
い
︒

問

こ
れ
か
ら
の
意
見
・
要
望
は
今
後
反

映
し
て
も
ら
え
る
の
か
︒

答

基
本
設
計
を
極
端
に
変
え
な
い
範
囲

で
︑
事
業
費
等
も
考
慮
し
て
可
能
な
範
囲

で
検
討
し
て
い
く
︒

問

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
し
な
か
っ
た
理
由

は
︒

答

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
工
事
費
や
設
計
内

容
の
変
更
が
難
し
い
場
合
が
多
い
こ
と
を

踏
ま
え
︑
基
本
構
想
︑
基
本
設
計
︑
実
施

設
計
の
三
段
階
で
取
り
組
ん
で
い
る
︒

問

設
計
を
業
者
に
委
託
し
た
時
点
で
談

合
で
は
な
い
か
︒

答

役
場
に
は
設
計
を
で
き
る
職
員
が
い

な
い
た
め
︑
設
計
等
の
業
務
委
託
は
必
要

で
あ
る
︒
委
託
し
た
か
ら
と
い
っ
て
談
合

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
︒

問

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
庁
舎
移
転

の
関
係
性
に
つ
い
て
︒

答

新
役
場
庁
舎
は
一
時
避
難
場
所
と
し

て
の
活
用
計
画
も
あ
る
の
で
︑
建
設
に
合

わ
せ
て
地
域
住
民
の
声
を
聴
き
︑
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
更
新
に
反
映
さ
せ
た
い
︒

問

村
の
将
来
人
口
に
つ
い
て
︒

答

風
間
浦
村
第
八
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
お
け
る
推
計
で
は
令
和
二
十
二
年
度

で
約
八
百
六
十
人
と
な
る
︒

意

人
口
推
移
な
ど
考
慮
し
て
事
業
を
計

画
す
る
べ
き
だ
し
︑
そ
れ
ら
の
情
報
提
供

も
欲
し
い
︒

問

一
時
避
難
場
所
と
な
る
新
庁
舎
が
停

電
時
に
一
週
間
程
度
は
対
応
で
き
る
想
定

か
︒

答

国
の
指
針
に
合
わ
せ
て
七
十
二
時
間

対
応
で
き
る
非
常
電
源
等
を
計
画
し
て
い

る
︒

問

庁
舎
建
設
に
福
島
の
除
染
土
を
利
用

す
る
の
か
︒

意

除
染
土
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
る

観
光
や
一
次
産
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考

え
て
欲
し
い
︒

答

除
染
土
を
使
用
す
る
計
画
は
無
い
︒

問

今
後
の
説
明
会
開
催
に
つ
い
て
︒

答

資
材
高
騰
等
に
よ
り
大
幅
な
事
業
費

の
見
直
し
や
実
施
設
計
で
大
き
な
変
更
等

が
無
い
限
り
開
催
は
予
定
し
て
い
な
い
︒

問

資
料
の
毎
戸
配
付
に
つ
い
て
︒

答

説
明
会
の
内
容
を
要
約
し
た
内
容
を

広
報
か
ざ
ま
う
ら
へ
掲
載
す
る
︒

問

新
庁
舎
建
設
と
現
庁
舎
解
体
を
一
体

で
計
画
す
る
べ
き
と
思
う
が
︒

答

現
在
の
役
場
︑
消
防
︑
中
央
公
民
館

の
解
体
は
令
和
九
年
度
を
計
画
し
て
い

る
︒

意

こ
の
計
画
で
良
い
か
︑
住
民
投
票
を

や
っ
た
ら
ど
う
か
︒

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
つ
い

て
︒

答

早
急
に
対
応
し
︑
広
報
と
合
わ
せ
て

情
報
発
信
︑
情
報
共
有
に
努
め
る
︒

問

用
地
買
収
は
す
で
に
終
了
し
て
い
る

か
︒

答

開
発
許
可
が
必
要
と
な
り
︑
そ
の
許

可
が
お
り
し
だ
い
契
約
に
着
手
す
る
︒

問

太
陽
光
発
電
は
検
討
し
て
い
る
か
︒

答

庁
舎
の
屋
根
部
分
に
発
電
施
設
を
設

置
す
る
と
更
に
強
度
の
高
い
庁
舎
に
す
る

必
要
が
あ
り
事
業
費
が
膨
ら
む
た
め
︑
役

場
庁
舎
整
備
事
業
と
は
別
に
補
助
事
業
を

活
用
し
て
駐
車
場
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
︒

問

消
防
庁
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
︑
視
察

し
た
消
防
署
は
あ
る
か
︒

答

む
つ
下
北
管
内
の
消
防
庁
舎
を
視

察
・
見
学
し
て
い
る
︒

問

新
消
防
庁
舎
の
女
子
職
員
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
︒

答

女
子
職
員
専
用
の
仮
眠
室
の
ほ
か
︑

ト
イ
レ
︑
シ
ャ
ワ
ー
︑
ロ
ッ
カ
ー
等
に
つ

い
て
も
男
子
職
員
と
分
け
る
計
画
で
あ

る
︒

問

第
一
分
団
屯
所
の
高
台
移
転
に
つ
い

て
︒

答

村
内
全
て
の
消
防
団
屯
所
が
津
波
浸

水
想
定
区
域
内
に
あ
る
の
で
︑
消
防
団
幹

部
会
議
な
ど
で
話
し
合
っ
て
︑
方
向
性
を

決
め
て
い
き
た
い
︒
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皆様のご家庭に設置されている防災無線の戸別受信機は、定期的に電池の交換が必要と

なります。

電池交換時期になると赤いＬＥＤランプが点灯し、防災無線の放送終了後に女性の声で

「電池残量が少なくなっています。電池を交換してください。」

というメッセージが流れますので、下記または戸別受信機設置時に配布してある「防災

行政無線用戸別受信機取扱説明書」を参考に電池の交換をしてください。なお、交換する

電池は各ご家庭でご準備下さるようお願い申し上げます。

防災無線戸別受信機の電池交換について

戸別受信機の電池は、停電時に防災無線の放送を聞くために必要となります。

【お問合せ先】

風間浦村 総務課 財務保安グループ ☎０１７５－３５－２１１１

１．戸別受信機の電源スイッチを「切」にする。

•戸別受信機の右側側面にある電源スイッチを「切」にします。

•正面のＬＥＤランプが消えた事を確認します。

２．電池の交換をする。

•正面スピーカー部分の蓋を開ける。

•電池を新しいものに取り換える。

なお、電池は単１・単２・単３のうち同じものを２本使用しますが、単１のア

ルカリ電池が推奨されています。

※電池交換の際は、向かって右側がプラスとなります。

３．戸別受信機の電源スイッチを「入」にする。

•戸別受信機の右側側面にある電源スイッチを「入」にします。

•正面のＬＥＤランプが点いた事を確認します。

右側側面

電源スイッチ

の場所

正面
ＬＥＤ

ランプ

向かって

右側が

プラス

なお、電池交換が正しく行われた時は、赤いＬＥＤランプは消えます。
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第２回本州最北端マラソン大会について

【お詫び】

８月号掲載の「第２回本州最北端マラソン大会の募集が開始されました」の記事で開会式の時間や競

技時間（下線部分）に誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。

詳しくは、以下のタイムスケジュールまたは大間町ホームページの開催要項をご覧ください。

●開 催 日：令和５年９月３０日（土）

●選手受付：８：３０～９：００

●開 会 式：北通り総合文化センター「ウイング」屋内運動場 ９：１０～９：２５

●部門距離：小学校１・２年生の部（１.０㎞） ９：４５～１０：００

競技時間 小学校３・４年生の部（１.０㎞）１０：００～１０：１５

小学校５・６年生の部（１.５㎞）１０：２５～１０：４０

中学校女子の部 （２.０㎞）１０：４０～１０：５５

オープン参加の部 （２.０㎞）１０：５５～１１：１５

中学校男子の部 （３.０㎞）１１：２５～１１：５０

高校・一般の部 （４.０㎞）１１：５０～１２：３０

●交通規制：

大会当日は、マラソンコース及びコースと町道の交差する 以下の４箇所を９：００〜１２：３０

まで「通行止め｣ いたします。また、大会スタッフがコースの巡回や通行止めの準備を８：５０～

９：００までの間に行いますので、ウイング奥の駐車場をご利用の方は８：５０までに駐車してくだ

さい。

●応援の方へ：

応援の方は、以下の①～⑤の応援場所でご声援をお願いします。また、応援場所への移動は、競技

開始前または次の部門の準備に要する１０分以内に限りますので事務局スタッフの指示に従うよう

お願いします。

【お問合せ先】大間町教育委員会 ☎０１７５－３７－２１０３
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大間高校については、学校規模の標準（１学年当たり４学級以上）を満たしていないものの、

募集停止等を行った場合、通学が困難な地域が新たに生じることから、令和５年度から令和９

年度までを計画期間とする青森県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画において「地

域校」として配置しています。

【地域校の活性化に向けた対応について】

第２期実施計画では、令和３年度から令和４年度にかけて開催された「地域校活性化協議会」

において決定した「活性化の方向性」を踏まえ、学校と地域等が一体となって教育環境の充実

に取り組むこととしております。

【大間高校活性化の方向性】

①進路希望の実現に向けた学力の向上

②資格取得の充実

③地域資源を活用した教育活動の充実

【地域校の募集停止等の基準について】

第１期実施計画に引き続き、第２期実施計画においても、以下のとおり基準等を維持するこ

ととし、高等学校教育の質の確保を図ることとしております。

大間高校に関するお知らせ

なお、今年度の大間高校の入学者数は【５０人】となっています。

【お問合せ先】

青森県教育庁高等学校教育改革推進室

〒０３０－８５４０ 青森市長島１－１－１ ☎０１７－７３４－９８６６

大間高等学校では、令和６年度より県内の県立高校で５校目となる全国からの生徒受入れ

を開始します。現在、生徒受入れに向けて地域みらい塾のオンラインプラットフォームを活

用しＰＲ活動を実施しています。

なお、９月２３日（土）・２４日（日）の２日間、東京都にある国立オリンピック記念青少年

総合センターにおいて対面による個別説明会を予定しています。

全国募集に関する問合せは下記連絡先までお願いいたします。

【お問合せ先】

青森県立大間高等学校 ☎０１７５－３７－２１０９

大間町教育委員会 ☎０１７５－３７－２１０３

大間高校全国募集について

入学者数が40人以下の状態が２年間継続した場合、原則として翌年度に１学級規模とする｡
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−１０月１６日（月）〜２２日（日）は『行政相談週間』です−

村民の皆様が、毎日の暮らしの中で、役所の仕事に関する苦情や意見・要望などがあった時に、身近

な相談相手となるのは、行政相談委員（総務大臣が委嘱）です。

道路・河川、年金、医療保険、老人福祉、登記、労働基準、雇用保険、自動車検査・登録、窓口サー

ビスなど、役所の仕事について、

○ 苦情を直接申し出にくい

○ 要望があるが、どこに話をしたらよいかわからない

○ 制度や仕組みがわからない

○ 困りごとがあるが、どこに相談してよいかわからない

など、お気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は厳守します。

風間浦村では次の通り「行政相談所」を開設します。

日 時：９月２８日（木）午前９時から正午まで

場 所：蛇浦公民館

相談担当：行政相談委員 工藤 憲一（総務大臣が委嘱）

【お問合せ先】

風間浦村 総務課 総務グループ ☎０１７５－３５－２１１１

総務省行政相談センターきくみみ青森 ０５７０－０９０１１０

（〒０３０－０８０１ 青森市新町２－４－２５ 青森合同庁舎４階）

困ったら 一人で悩まず 行政相談

事前に地域県民局長の承認を得ないで、灯油や重油などを混ぜた不正軽油の製造、販売及び使用等を

行うことは脱税行為であり、罰則として、１０年以下の懲役や３億円以下の罰金などに処せられます。

•夜間や早朝に不審なタンクローリーが頻繁に出入りしている。

•不審な業者から、燃料の売り込みがある。

など、不正軽油に関する情報がありましたら、お近くの地域県民局県税部までご連絡ください。

【お問合せ先】

下北地域県民局県税部課税課

☎０１７５－２２―８５８１ 内線２０８

不正軽油について

１ 保険料は納期限内に納めましょう

保険料の納付にお困りの方は市町村窓口へご相談ください。災害により住宅等に著しく損害を受け

たり、世帯主の収入が著しく減少した場合など、保険料の減免が認められることがあります。保険料を

滞納すると、通常より有効期限が短い被保険者証が交付されることがあります。

【お問合せ先】風間浦村 税務国保課 国保グループ ☎０１７５－３５－２１１１

２ かかりつけ医・かかりつけ薬局を持ち、お薬手帳は１冊にまとめましょう

いつも診察してもらう「かかりつけ医」があると、体質や持病を理解した上で助言をしてもらえたり、

必要に応じて専門の医療機関を紹介してもらえたりするので安心です。

また、普段から何でも相談できる「かかりつけ薬局」があると、複数の医療機関の処方を確認して、

飲み合わせが悪くないかをチェックしてもらえます。

複数の「お薬手帳」を持っている場合は、薬局で１冊にまとめてもらいましょう。

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
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『楽しく学ぼう 動物のこと』

犬のしつけ方教室、うさぎふれあい体験、乗馬体験、工作コーナー、

動物のお医者さんなりきり体験 ほか

＊日 時 ９月２３日（土）・２４日（日） １０時から１６時まで

【場所・お問合せ先】

青森県動物愛護センター ☎０１７－７２６－６１００

動物愛護フェスティバル２０２３

令和５年度犬猫供養祭を、円通寺のご協力により開催します。

一般の方の参拝も受付けていますのでお気軽にお越しください。

▽日 時：９月２６日（火） 午前１０時より（雨天決行）

▽場 所：むつ市 円通寺 犬猫供養塔前

▽参加費：無料（申込不要）

▽その他：納骨はできませんのでご注意ください。

車でお越しの方は犬猫供養塔裏の空き地（廃線跡地）に駐車してください。

【お問合せ先】

公益社団法人青森県獣医師会 下北支部 ☎０８０－３３２６－６８５８

犬猫供養祭の開催について

＊日 時 令和５年９月３０日（土） 午前１０時から午後３時

＊場 所 まさかりプラザ ３階会議室

＊内 容 交通事故・金銭・土地建物・郊外・家庭の問題でお困りの方は、調停委員会が調停手続の利用に

ついてご相談に応じます。

＊主 催 公益財団法人 日本調停協会連合会

＊後 援 最高裁判所

【お問合せ先】

渡邉文行土地家屋調査士行政書士事務所 ☎０１７５－２３－７８２０

無料調停相談会を開催します

一定期間仕事に就けず悩んでいる方、進路未決定での学校卒業生や中退者などを対象に、就職に向け

た支援を行っております。

■対象者 １５歳～４９歳までの方（予約制、相談・講座無料）

＊むつ出張相談＊

■場 所 青森県むつ市中央１丁目８－１

むつ市役所庁舎ジョブカフェあおもり（サテライトスポットむつ内）

■出張日 第１・３・５木曜日（祝日除く）

【お問合せ先】

前日までに『あおもり若者サポートステーション』までご連絡ください。

☎０１７－７７５－５３０１（受付時間 ８：３０～１７：１５）

職業相談『働く自信をつけたいあなたを全力サポート！』
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ベンケイガイ

とにかく暑い夏でしたが、この夏もジオに関するさまざまな催しが開かれました。

振り返ってみると、子供向けのものとしては、親子バスツアー、ジオキャンプ、こども研究室が

ありました。

さて、今回は、親子バスツアーで行った北部海岸で見つけたベンケイガイについて紹介します。

夏休みに入って間もなくの７月３０日、下北ジオパークガイドの会が主催する「下北てっぺんの

旅 ブラリ・ふかぼり親子モニターバスツアー！」が開催されました。

午前中は大畑八幡宮、大間崎、昼食後は北部海岸、野牛漁港、尻屋崎などを訪れました。ガイド

の方からのゲームを交えた案内もあり、参加者の皆さんが楽しみながらジオを学んでいる様子が

うかがわれました。

北部海岸では、みんなで目の前に迫る地層を見学し、砂鉄についても考えましたが、足もとの砂

鉄を見ていると、周辺に散らばっている貝殻の中にベンケイガイがあることに気がつきました。

もともと暖流系の二枚貝で、生息域は、日本海側は津軽半島まで、太平洋側は房総半島までの砂

泥地ともされますが、八戸市や六ヶ所村で採集された記録もあります。

一般的には食用とされませんが、一部地域では刺身にして食べているところもあると聞きます。

ベンケイガイは縄文時代には中をくり抜いて加工し、腕につけるアクセサリーとしても使われ

た貝です。青森県内では三沢市野口貝塚やつがる市田小屋野貝塚からベンケイガイの貝輪が出土

していますが、北海道でも出土した遺跡があることから、貝輪が交易の対象となっていたとも推定

されています。

津軽海峡に面した北部海岸でこの貝を見た時には少し驚きましたが、実はその前後にも川内や

脇野沢の海岸でも目にして気になっていました。ベンケイガイをとおして見えてくることもあり

そうですので、今後はマサカリの太平洋側にも注目してみたいと思います。

今月のジオ図鑑

ベンケイガイ

（フネガイ目タマキガイ科）

point

•小さな穴が開いているものはツメタ

ガイによる食痕かも

•下北で見たベンケイガイは小振りの

ものが多い

•むつ市海と森のふれあい体験館でも

見ることができます！

砂浜に打ち上げられた

ベンケイガイ

北部海岸を見学する

参加者のみなさん
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テロ対策は、警察と地域の皆様との連携が不可欠です。

このような人を見たら警察に通報してください。

○ 官公庁、病院等の周囲を徘徊している人、写真を撮っている人

○ 不自然に大きな鞄等を持っている人

○ ＳＮＳでテロ行為を賞賛する等の過激な言動をしている人

○ 必要以上に爆発物の原料になり得る商品を購入する人

○ 必要以上にポリタンク、携行缶を持っている人

テロの未然防止にご協力ください‼

秋の全国交通安全運動について

９月２１日（木）から９月３０日（土）まで、秋の全国交通安全運動が実施さ

れます。

交通安全運動の重点は

１ こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保

２ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶

３ 自転車等のヘルメットの着用と交通ルール遵守の徹底 です。

これからの時期は日没が早まり、夕暮れどきから夜間にかけて交通事

故が多発する傾向にあるため、ライトの早め点灯を心がけましょう。

また、夕暮れどきや早朝・夜間に外出するときは、明るい服装を心掛け、

反射材や懐中電灯等を利用しましょう。

キノコ採りの遭難防止

これからの時期は、青森県内各地でキノコ

採りによる山岳遭難の発生が懸念されます。

山岳遭難の原因の多くは道迷いで、遭難者

のほとんどは６５歳以上の高齢者です。

山岳遭難を防ぐため、

○なるべく複数で入山する

○携帯電話や非常食を持ち歩く

○体調が悪いときは無理をしない

○早めの下山を心掛ける

○家族に入山する場所と下山予定時間

を知らせる

等を守りましょう。

また、熊や野犬に

も注意しましょう。

横断歩道は歩行者優先です。ルールを守って大切な命を守りましょう｡

夏の交通安全運動に伴う

マスコット配布について

７月２０日（木）、蛇浦の「産地直売所ふのり

ちゃん」前において、交通安全母の会の皆様と

ともに、夏の交通安全運動に伴うマスコット配

布を実施し、ドライバーの皆さんに交通事故及

び交通違反防止を呼びかけました。
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皆さんこんにちは。大間病院内科の木村です。まだまだ暑い日が続きますね。引き続き熱

中症には気をつけていきましょう。

さて、今日は「たばこ」についてお話をさせていただきたいと思います。皆さんご存じかと

思いますが、たばこは人体にとってさまざまな害を引き起こします。現在、世界中で年間５００

万人もの人が喫煙関連の病気で亡くなっていると言われており、予防できる最大の死亡原因

であるとされています。

その害については、１つめに「がん」になりやすくなるということです。肺がんはもちろん

ですが、口や喉のがん、食道がん、胃がん、肝臓がん、膀胱がんなどへの関連も言われていま

す。

２つめは、たばこは肺を徐々に傷つけていくということです。「慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰ

Ｄ）」という病気を聞いたことがあるでしょうか。これは喫煙習慣のある中高年の方に発症す

る可能性が高いと言われている病気で、動いた際の呼吸の苦しさや痰などが症状として出て

きます。治療としては、まずは禁煙すること、また吸入薬などを使用しますが、症状が進んだ

場合には在宅で日常的に酸素吸入を必要とする可能性もあります。

３つめは、喫煙は動脈硬化を進めてしまうということです。動脈という血管の弾力性がな

くなってしまうことで動脈硬化が進んでしまうと、心筋梗塞や狭心症といった心臓の重大な

病気や、脳梗塞などの病気を発症するおそれが高くなります。動脈硬化を進めてしまう原因

としては喫煙の他にも、高血圧症や脂質異常症、肥満、運動不足などがあげられます。このよ

うなさまざまな原因に対してひとつひとつ介入していくことが大切だと言えます。

以上、たばこの影響についてお話させていただきました。たばこに関する疾患が心配な方、

禁煙に関して興味のある方は、ぜひ大間病院へ受診し、医師に相談していただければ幸いです。

たばこのお話

副院長 木村 凌矢
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何か気になること、相談したいことがあれば、遠慮なく村民生活課までご連絡ください！

【お問合せ先】風間浦村 村民生活課 保健衛生グループ ☎０１７５−３５−３１１１

健やかな睡眠と休養健やかな睡眠と休養
〜 令和元年「国民健康・栄養調査」結果より 〜〜 令和元年「国民健康・栄養調査」結果より 〜

厚生労働省の令和元年「国民健康・栄養調査」によると睡眠時間が６

時間未満の人は、男性３７.５％、女性４０.６％。男性３０∼５０歳代、

女性４０∼５０歳代で４割を超えています。

１日の平均睡眠時間は６時間以上７時間未満の割合が最も高く、男性

３２.７％、女性３６.２％です。６時間未満の人の割合は、男性３７.５

％、女性４０.６％です。

男性、女性ともに働き盛り世代で共通して睡眠不足（６時間未満睡眠）

な人が多いです。

男性 全体(％) 20代(％) 30代(％) 40代(％) 50代(％) 60代(％) 70代以上(％)

５時間未満 8.5 5.9 9.4 11.9 12.6 6.4 6.5

５∼６時間 29.0 31.2 38.2 37.0 36.8 27.3 18.1

６∼７時間 32.7 38.0 33.5 34.9 30.8 36.7 28.0

７∼８時間 20.1 17.6 14.6 13.6 15.3 20.9 28.0

８∼９時間 7.1 4.5 4.3 2.1 3.4 7.4 13.2

９時間以上 2.6 2.7 0.0 0.5 1.2 1.2 6.2

睡眠で休養が充分とれていますか ■はい ■いいえ

68.3

睡眠不足を感じたら、睡眠時間を長くしたり、睡眠環境を良くしたりしてみま

しょう。それでも睡眠不足が続くときは、隠れた病気があるかもしれないので、

一度医師に相談してみましょう。

村特定健診質問項目「睡眠で休養が

充分とれていますか」において、３割

の方が「いいえ」と答えています。

睡眠は、生涯を通じて健康で幸福で

あるために必要不可欠です。

睡眠不足が続くと、心と体の健康や

生活の質など全ての状態が悪くなり、

うつ病や生活習慣病の悪化などで健康

寿命が短くなる

といわれていま

す。

31.7

69.7

30.3

79.0

21.0

70.7

29.3

76.2

23.8

H30 R1 R2 R3 R4

女性 全体(％) 20代(％) 30代(％) 40代(％) 50代(％) 60代(％) 70代以上(％)

５時間未満 9.1 4.9 9.7 10.4 12.1 7.0 9.1

５∼６時間 31.5 32.1 27.9 36.0 41.1 32.1 25.1

６∼７時間 36.2 41.1 39.9 36.7 33.9 40.4 33.2

７∼８時間 16.8 14.3 16.8 15.1 10.6 17.2 21.1

８∼９時間 4.8 6.7 5.0 1.5 1.9 3.3 8.3

９時間以上 1.6 0.9 0.7 0.2 0.6 0.0 4.3

年
代
別
の
睡
眠
時
間
の
割
合
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社会福祉法人 風間浦村社会福祉協議会役員名簿

役 職 氏 名 選出母体（役職) 新任再任の別 地 区

会 長 中 津 耕太郎 学 識 経 験 者 再 易国間

副会長 佐 藤 健 介 民 生 委 員 児 童 委 員 再 下風呂

理 事 坪 田 吉 信 教 育 委 員 新 下風呂

〃 木 下 弘 美 村 民 生 活 課 長 再 易国間

〃 皆 野 俊 雄 村老人クラブ連合会長 再 易国間

〃 駒 嶺 敏 昭 商 業 等 経 営 者 再 下風呂

監 事 高 橋 宗 隆 納税貯蓄組合連合会監事 再 易国間

〃 大 野 兼 司 学 識 経 験 者 再 蛇 浦

配食・見守りサービスの実施について

このほど、任期満了に伴う役員の一斉改選が行われ、次のとおり決まりました。

任期：令和５年６月２８日～令和７年６月開催の定時評議員会終結の時まで

選任日 選出母体（役職) 新任者氏名 前任者氏名

令和５年７月１２日 桑 畑 自 治 会 長 濵 邉 俊 一 坪 田 久 雄

このほど、次のとおり評議員が交代しました。

任期：令和５年７月１２日～令和７年６月開催の定時評議員会終結の時まで

社会福祉協議会では、令和５年９月より「配食・見守りサービス」を次のとおり実施致し

ますので、お知らせいたします。

【サービスの内容】

定期的に居宅を訪問して栄養バランスのとれた食事（普通食のみ）を提供し、利用者の健

康状態の把握や安否確認を行います。

【対象者】

村内に住所を有する者で、日常的に食事の確保が困難な状態にある次のいずれかに該当

する方

（１）６５歳以上の一人暮らし高齢者 （２）６５歳以上の高齢者のみの世帯に属する者

【利用回数等】

夕食として、週３回を限度とします。

（月、水、木、金曜日の午後３時～４時半頃配達致します。）

祝日および１２月２９日～１月３日は、サービス休止日となります。

【利用料金等】

１食４００円とし、月末締めで、翌月１０日頃請求致します。

【利用申込み・お問合せ先】

風間浦村総合福祉センター「げんきかん」内 風間浦村社会福祉協議会事務局

☎０１７５－３５－２２４３
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（７月末現在)

男 798人 (先月比−２人 )

女 845人 ( 〃 −１人 )

計 1,643人 ( 〃 −３人 )

世帯数 857世帯( 〃 ＋１世帯)

●お誕生おめでとうございます

今月はありません

●お悔み申し上げます

木 下 満 一 さん（86歳） 蛇 浦

佐 藤 和 弘 さん（65歳） 下風呂

山 本 和 也 さん（31歳） 下風呂

私たちの村の人口 （７月届出分)

村で実施いたしました３歳児健康診査（歯科検診）においてむし歯が０本だったお子さん

をご紹介いたします。

下風呂 貝森 愛
め

衣
い

子
こ

ちゃん

（保護者：慶樹）

風間浦村

村民生活課

保健・衛生グループ

☆食べたり飲んだりした後はハ

ミガキをしましょう。また、

寝る前に必ず仕上げみがきを

してもらい、お口の中の様子

とみがき残しがないかチェッ

クしてもらいましょう！
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